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を加えた場合の立ち上り時問の比較
を示す．20，50mm／時では両者に
はほとんど差がないが，100mm／時
以上では明瞭な差が出ている．斜面
から従水路底までの深さの浅い模型
では，100mm／時以上の雨量を加え
ると従水賂から斜面上まで顕著に氾
濫するために，斜面上の貯留量が多
くなり，流速が見かげ上遅くなり，
立ち上りが遅れる．これは古くより
洪水時に定性的に指摘されているこ
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とで，今の場合には都市内氾濫が下流の洪水波形の低減効果をもたらす説明的な実験例であ
る．
4．おわりに
　水田の貯留効果と水路網密度との二つの効果を大型降雨実験施設において実験的に明らか
にした．この結果を数値シミュレーショソで解析し，モデル化して実用的な流出推算方式を
立てるまでにはまだ多くの研究が必要であるが，その第一歩として実験内容を報告し，読者
のご批判を仰ぐ次第である．
　これら実験には著者ら以外にも防災セソター，土研の多くの職員の協力によってなされた
もので，水路網密度の効果の実験の初期の段階では中根和郎氏（現建設省）が担当したもの
であるし，特に大型降雨実験施設の運転に当った防災セソター施設課も含め，厚く感謝の意
を述べたい．
　付録1．
　貯留面積Aで，切り欠き幅Bを，越流深Hで越流する流
量Qは，越流係数をCとおいて
　　　　　　Q＝0BH3／2　堰の公式
　　　　　　　　∂H
　　　　　　λ7「＝一0　貯留の式
と書けるから，Q＝Q。十σ，∬＝H。十んと徴小変動分を分離
Lて線型化すれぼ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図14水田の貯留応答説明図
　　　　　　　　肋一音・肌1・物　　　F’＆14Notation，ofthe．stola・e
　　　　　　　＿＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　computatlon　of　a　r1ce　f1eld
　　　　　　　　〃　　　　　　λ
この解は
　　　　　　　　　　　　　　ん＝乃o　exp（一ま／チo）
となる．この場合のあは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A
　　　　　　　　　　　　　　オo＝
　　　　　　　　　　　　　　　　且．C．B．月ら1／2
　　　　　　　　　　　　　　　　2
で，これを時定数と呼んだ．Cは2（m・秒系）程度の値である．λ＝5．5m×20m，B＝O．1m，H。＝
O．05mと仮定すると，ま。＝27分；冴。のみを0．01mと仮定すると61分となる．
　付録2．
　シェジーの式：　〃＝C〃／2づ1／2，Q＝C肋3／2づ1／2
　　　　　　　　　　1　　　　　　　　1　マニソグの式：　0＝一〃2／3ゴ1／2，0＝一肋5／3づ1／2
　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　〃
ここで〃：流速，ゐ：水深，ケ：勾配，Q：流量，但しρ＝B肋，B：水路幅（但し以下の説明で1とお
く），C：シェジーの係数，〃：マニソグの係数である．シェジーの式について説明すれば，0び及0
の式からゐを消去して
　　　　　　　　　　　　　　o＝ρ1／3（Cづ1／2）2／3
上流端Oから下流端工までの定常状態の流下時間丁は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一g9一
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とおげるから，これにQを代入し，さらに上流端から洲こおける雨水流量0は㈹とおけること利用する
と，（グ：降雨強度）
τ一一。・（、｝。γl1劣
とたる．同様にマニソグの式については
・一、。。（、1尖／”戸。1：岩、
となる．蛇足ながら7と0とは同じ単位でなけれぼいけない．
　よって流下時間は降雨強度のO．3～O．4乗に反比例する．
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